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用した共有フレイルティ COX 回帰分析を行い、ハザード比(HR)と 95％信頼区間を計算
した。有意水準は 5％とした。 
 
結   果 
実験１ 
 装置の平均観察期間は 7.29 年、10 年生存率は 62.0％、20 年生存率は 36.1％であ
った。フィッシャーの正確確率検定、変数選択により年齢と性別を除外し、共有フレ
イルティ分析を行った結果、CP 患者の HR は ASD や ID 等の障害のある患者よりも有意
に高かった。 
実験 2 




装置生存率に関連しており、ブリッジの HR は単冠の 2.32 倍、てんかん合併の HR は
合併なしの 3.76 倍であった。 
 
考   察 
 実験 1の結果から、CP の存在は装置の生存率に影響を与えている可能性が考えられ
た。 
 CP 患者を対象とした実験 2の生存率は、全身麻酔を必要とする他の障害を含む患者
を対象とした実験 1 の生存率よりも高かった。これは実験２の対象に ID を持たない
割合が高かったからではないか。それでも、CP 患者の 10 年生存率は健常者における
これまでの報告よりも低かった。 
 実験２の失敗に至った原因について、サブアナリシスとして混合効果ロジスティッ
ク回帰分析を行った結果、ブリッジの失敗の多くは脱離であった。ブリッジの中間部
の変形による支台歯への過負荷や、連結による支台歯の動きの制限が装置脱離に繋が
った可能性がある。一方、てんかん合併の有無と失敗の原因についての関連性は認め
られず、失敗の原因を明らかにすることはできなかった。薬剤性歯肉増殖症等、歯周
組織の健康状態が影響を与えている可能性はあるが、本研究結果からは解析できなか
ったため、歯周組織の状態を評価するさらなる調査が必要である。 
 
